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　平成20年度（19年分）の市県民税（国民健康保険税・介護保険料）の申告受付を２月18日㈪から各
会場で行います。
　１月21日㈪発送の区長文書で市県民税申告書を配布します。市県民税申告書１枚、申告案内文書１
枚、申告日程表１枚、合わせて３枚をホッチキスにとめて全戸配布します。昨年同様、氏名等は記載
しておりませんのでご承知願います。
　なお、市県民税申告書が不足する場合は、本庁税務課または各総合支所税務係および申告会場で準
備していますのでよろしくお願いします。

○還付申告を２月１日㈮から受け付けます
　給与や年金所得者で、医療費控除や住宅借入金等特別控除などを受けようとする方、平成19年の中
途で退職した後、就職せずに年末調整を受けなかった方、年金所得者で年末調整されていない方は２
月１日㈮から、本庁税務課または各総合支所税務係にて還付申告の受け付けを行います。

○国東地区で申告をされる方へ
　今年度より、地区相談日以外に本庁に来られる方は、税務課内での申告受付は行わず、別室を設け
て申告を受け付けることとなりました。その関係で、本庁での申告受付は大変混雑することが予想さ
れますので、国東地区の方は、必ず地区相談日をご利用ください。

○住宅ローン減税（住宅借入金等特別控除額）の調整
　所得税から住宅ローン控除額を控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます。
　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合は、３月17日㈪までに、本庁税務課また
は各総合支所税務係へ「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。
　なお、申告書は税務課に用意しておりますが、申告の際には源泉徴収票が必要となりますので必ず
ご持参ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　国東市役所税務課市民税係　　　☎0978721111　内線131・132 
　　　　　　　　　　　　　　　　　国見総合支所地域総務課税務係　☎0978821111　内線224・225 
　　　　　　　　　　　　　　　　　武蔵総合支所地域総務課税務係　☎0978681111　内線18・19 
　　　　　　　　　　　　　　　　　安岐総合支所地域総務課税務係　☎0978671111　内線206・207

平成20年度市県民税（国民健康保険税・介護保険料）申告のご案内

未成年者には買わせない！
大分県内では、2008年５月から自動販売機でのたばこ購入に専用のICカードが必要になります

飲酒運転は絶対にしないで
飲酒運転根絶を呼びかけ街頭啓発を実施
飲酒運転は絶対にしないで
飲酒運転根絶を呼びかけ街頭啓発を実施

　未成年者喫煙防止、たばこ購入防止の更なる強化
を図るため、2008年５月から、成人のみに発行され
るＩＣカード「taspo（タスポ）」が無いと自動販売
機でたばこが買えなくなります。
　この取り組みは、全国たばこ販売協同組合連合
会、社団法人日本たばこ協会、日本自動販売機工業
会が主体となって行っています。

taspo（タスポ）カードの申し込み（成人の方のみ）

①2008年１月下旬からカードの申し込み受付が始ま
ります。
②taspo 申込書は、１月中旬から県内のたばこ販売
店等に設置されます。
③申し込みには、顔写真と免許証等の本人確認書類
の写しが必要です。
④発行手数料、年会費は無料です。

taspo 申し込み無料イベントを実施します

実施日　１月29日㈫　午前11時～午後４時
場　所　国東市役所１階
※申し込みに必要な顔写真撮影、本人確認書類等の
コピーを無料実施いたします。
　未成年喫煙防止のため、この取り組みに皆さんの
ご協力とご理解をお願いいたします。
問い合わせ
　　　㈳日本たばこ協会　taspo 運営センター
　　　フリーダイヤル　0120-222-180

法定調書の提出は１月31日まで

　給料、報酬、不動産の使用料等を支払った場合には、支払先の住所、氏名、支払金額等を記載
した源泉徴収票や支払調書等（総称して「法定調書」といいます。）を税務署に提出することになっ
ています。
　この法定調書は、利子、配当等の一部を除き、一年間の支払分を取りまとめて提出するもの
で、平成19年中の支払に係る法定調書の提出期限は、１月31日㈭までとなっていますから、記載
誤りのないよう正確に記載し期限までに提出してください。
　なお、法定調書の提出については、「国税電子申告・納税システム（e-TAX）」を利用してイ
ンターネットでの提出ができます。詳細については、別府税務署までお気軽にお尋ねください。

問い合わせ　別府税務署　☎0977㉓2111

　「おおいた年末・年始の事故ゼロ運動」初日の12月
14日㈮、野田市長、猪俣市議会議長をはじめ市議会
議員、国東警察署員、市役所職員などの約80人が参
加して交通安全と飲酒運転根絶を呼びかけました。
　10日㈪に開会した国東市議会第４回定例会で、
「国東市飲酒運転根絶に関する条例」案を全会一致
で可決しました。この条例には、昨年９月に施行さ
れた改正道路交通法で追加された「車両提供罪」「酒
類提供罪」「同乗罪」が盛り込まれており、市単独
での条例制定は県内では初めてとなります。
　出発式で、野田侃生市長、猪俣俊雄市議会議長、
足立正人署長が「市民の皆さんと一緒になって、飲
酒運転や事故のない明るいまちづくりに取り組んで
いきましょう。」とあいさつ。この後、参加者全員
でドライバーに同条例が書かれたチラシなどを配布
し、交通安全と飲酒運転根絶を呼びかけました。

犯罪のない明るい国東市に
国東市防犯対策推進協議会発足会

　12月６日㈭午前９時30分からアストくにさきで、
国東市防犯対策推進協議会（会長野田侃生市長・19
名）の発足会が開催されました。
　この協議会は、犯罪のない明るい国東市を築くこ
とを目的として設立され、区長会、老人クラブ、婦
人会、PTA、地域の自主防犯組織の代表者など防犯
活動に関わっている方で構成されています。
　発足会には、委員のほか国東警察署、市役所の職
員ら17名が出席。はじめに野田市長が国東市区長会
国見地区代表理事の鴛海孝典さんに委嘱状を交付。
野田市長、足立正人国東警察署長のあいさつに続
き、協議会の趣旨、市内の現状について、事務局か
ら説明がされ、意見交換が行われました。
　今後は、国東市を明るく安全で住みよいまちにす
るよう、各団体が連携して青少年の非行防止や防犯
パトロールなど防犯活動を行うこととしています。

▲協議会のようす

▲チラシを配布し飲酒運転根絶を呼びかけました


